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第1章　　緒　　　言

ミクロフィラリアの定期出現性に就ては,古くから

幾多の観察研究がなされているが,本現象の原因につ

いての見解は甲論乙駁をくりかえし,学説の多いこと

では,他に類例を見ない･このことばとりもなおさ

ず,その難解性を示すものであるが,なかには傾聴に

催する所論も少くない｡現在までの研究結果を綜合す

ると,本現象は母虫の仔虫分娩とは関係なく,仔虫そ

のものの昼夜における体内分布の週期的移動と考えら

れる.ミクロフイラリァの週期的移動の原因を生体側

に求め宿主の運動,体温,腺持.呼吸,血圧,血液の化学

的変化,睡眠と覚解,疾病等いろいろの因子が週期性に

及ぼす影響が追求されてきた.ことに最近Hawking

一派は宿主の筋肉運動,肺胞ガとの関係にっいて詳し

ら)観察をおこなっている.又教室の片峰,江良は

Dirofilaria immifis　感染犬について昼夜の生活習

慣の長期にわたる転換によって仔虫の夜間出現性を逆

転せしめ得ることを実証し,定期出現性の成立には太

陽光線よりも昼働いて夜眠るという生活習慣が重要な

役割を果していることを推論している･この様な実験

成績からみても,仔虫の定fgiー.出現性は昼と夜との生活

から来る宿主の生理的1)ムズと密接な関係があること

が想像されるが,その詳細は全く不明と言わねばなら

ない.著者は仔虫の定期出現性と宿主との関係を更に

追求する目的で,宿主を実験的に色々の異常生理環境

におき,仔虫出現に及ぼす影響を観察した.

スチブナ-ル(北条, 1937) ,アンチモナ[ル(北

条1937)ァンチモンコロイドAMC (福田,1944),

スパトニン(片棒, 1953)>等所謂抗フィラリア剤

といわれる薬物に仔虫の誘出効果のあることが報告さ

れている.その他,誘出の目的でサルグアノしサン(岡

田,1942)アドー/ナ1)ン(Lynch, 1919),アトロビン

(菅沼,間臥1921) ,塩酸パパペエリン(岡田) ,

塩酸ェメテン(岡田),サントゾ｢ル(岡田),等が使

用された.ことにスパトニンは少量の経口投与によ

って確実に,しかもきわめて著明な誘出がおこる.今で

は診断の目的でも広く応用されている｡こう云った薬

物による誘出現象は仔虫の定期出現性の原因探究の一

つの手がかりとして注目せねばならない.本報に於い

てはDirof¥′ilaria immifis感染犬について,これら

の薬物以外に薬理作用の明かな数種の薬物や生体に

とって強烈なストレスとなる様な,異常刺戟を加えた

場合の誘出現象について観察し,興味ある知見を得た

ので報告するー

串長崎大学風土病研究所業績罪333号



28 探　町　弘　光

第2章　諸種薬物の仔虫誘出作用

実　験　方　法

本実験に使用した薬剤は,塩化アセチ-ルコリン,

塩酸ビロかしピン,塩化アドレナリン,硫酸ァトロピ

ン,ェチレミン,塩酸プロメタジン,クロ-ルプーェ]マジ

ン, ｣ンムニン等である.実験前に予備検査として数

回感染犬を24時間に亘り2時間矧こ耳菜より60cmm

採血/dィトピおこない,本実験ばこれに引続き,仔虫数の減

少せる昼間,原則として正午12時より開始し,処置の

直前,5分,15分,包o分, 1時間, 2, 3, 4,時間後

に採血し,仔虫数を算定した｡ Dirofilar~ia immitis

仔虫ほ,明に夜間出現性があるが,昼間でもかなりの

数の出現がある①バンクロフト糸状虫仔虫の場合に比

べて誘出効果の判定に不便を感ずるが,無処置対象に

よる成績と比較してその効果を判定した･

実　験　成　績

笹.無処置犬に於ける仔虫数の変動

全ったく処置を施さぬDirofila?-ia immtis感染犬

3例に12時に於ける仔虫数を1とし5分,15分,30分,

1時間日の仔虫数を算定して比較すると,節1例では

1 (223隻) 1.07,0.81,1.01,1.08,節2例では1(26隻)

1.04,1.07,1.ll,1.00第3例では(34隻) 0.97,1.05

1.10,1.21である.少くとも正午を中心とした1時間内

に於ける仔虫数の自然の変動は最大0.21を超えたもの

はない･従って実験ば12時を中心とした1時間内に行

い,誘出効果の判定は仔虫数の2倍以上の増加を以て

基準とした.

b.誘　出　試　験

1　塩化アセチーノしコリン

4例に塩化アセチ-ルコ1)ン(オビソート) 150mgー

ー200mgを皮下又は筋肉注射をおこなった●注射によ

る全身症状として約30秒后より全例に於いて喝気,唱

吐,流誕,脱糞,放尿,呼吸速迫,不安状態などの強い

副交感経刺戟症状を認め約30分位持続した●仔虫の誘

出効果は仝例に於いて認められ,仔虫数は2.3倍～5.

Table 1

Effect of several drugs on the number of circulating

microfilariae of Dirofilaria immitis in day time.
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倍に増加した.そのうち2例に於いては注射后5分

に既に2.8倍, 5.2倍,30分后に於いては全例に2.3倍～

5.2倍の誘出を来たし, 1時間を経過すると順次仔虫

数は減少の傾向をみせ,約3時間后には注射直前の仔

虫数と略々同数の数値に戻つた. (算1表.欝1.2.3図)

Effect of Acetylcholin chloride on the number

of ciculating microfeariae of Dirofilariae

immitts
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2　塩酸ビロカルビン

3例に於いて夫々1mg/kg,2mg/kg, 2mgJkgの

皮下注射をおこなった･塩化アセチ-ルコ1)ンと同様

に注射后2～3分で全例に唱吐,流誕,脱糞,放尿,

等の強い副交感神経興奮がみられるが,アセチ[ルコ

リンに比べ呼吸に及ぼす影響が少い感がある.これら

の症状も約30-40分位にわたり認められた･ 1例に於

ては30分后に2.4倍, 2mgJkg投興した1例は15分后

に2.8倍,他の1例は同様に3O分后に3.8倍の増加を認

めた.誘出仔虫数が最高を示したのは何れも1時間目

で夫々2.8, 3.1, 4.1倍に達した. 〔第1表参照〕

3　塩化アドレナリン

2例に5OOγの皮下注射をおこなった･全身症状とし

て瞳孔の縮少,軽度のしんてんがみられたが, 1時間

以内の仔虫数の変化は最高0.92. 1.02倍で何れも誘出

現象はみられない.

4　硫酸アトロビン

3例に夫々1mg/kg,1 mg/kg,2mg/kgの皮下注

射をおこない誘出効果を検討した. img/kg程度量を

与えると感染犬は鼻部は仝ったく乾燥し,瞳孔は最大

限に散瞳,唾液の分泌は停止した状態で不安感強く食

事を与えても全ったく摂取しようとしない.夫々の1

時間内に於ける仔虫数の変動をみると,第1表に示す

様に第2例では1時間目に1●8倍,第3例では30分后

に1.6倍と全く一過性に,やゝ仔虫の増加を認めたが,

他の採血時には,すべてかえって減少の傾向があり,

無処置対象犬と大差がない.これは全く自然の増減の

範囲と思われ,硫酸アトロピンには誘出効果はないと

判定したい. 〔第1表参照〕

Effect o壬Communin on the number of

circulating microfilariae of Dirofilaria immitis
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5　コンムニン

3例についで後肢の静脈を露出して1.5-2.Occを確

実に静脈注射をおこなったゅ注射后30分頃より仝例に

軽度の発熱,戦標,痩撃と不安状態がみられる.仔虫

数は2例でほ注射后15分で夫々2倍, 2.5倍の増加を

来し,第3例はユ時間后に2.8倍に達し全例に誘出効

果がみられた④ 〔第1表第4.5.6図〕

6　ェテレミン及塩酸7｡ーっメタジン

2例に副交感神経遮断の目的でェチレミン250mg,

塩酸ブ1っメタジンSOmgの混合液の筋肉注射をおこな

い,誘出効果を検討した② 1時間内に於ける仔虫最高

増加率ば,夫ho.97倍, 1.1倍で全ったく影響は認め

られない①又目立った全身反応も見られない.

?　クロ-ルブローtォジン

2例に夫々75mg, 150mgの筋肉注射をおこなった

ュ時間内の最高仔虫数は, 30分后に1.3倍,第2例で

はl時間后1.1倍となった.何れも誘山効果ほ認めら

二!l*ューい.

Dirofilaria immitis感染犬に昼間時に,塩化アセ

チ-ルコ1)ン,塩酸ピロカルビン,塩化ァドー/ナ1)ン,

硫酸アトロピン,コンムニン,ェチレミン,塩酸プメ

タジン及びクロ-ルプT1マジン,等主として自律神経

系に作用すると忠われる薬剤の仔虫誘出効果を検討し

たゅ塩化ァセチ←)1/コ1)ン,塩酸ビロカルビン,コン

ムニンにより夫々短時間に著明な仔虫数の増加を認

め,誘出効果のあることを確認した｡

第3章　異常刺戟の仔虫出現に及ぼす影響

前章に於いて異常吐理環境をっくり出す,一つの手

段として,色々の自律神経系に作用する薬剤を用い,

その影響を観察したが,本章ではStressとなる様な

強烈な異常刺戟として,電撃,及カルヂアゾ←ルショッ

クを加えた場合の仔虫出現に対する影響を観察した.

実　験　方　法

主として枯神科領域にて治療の目的に使用される電

気衡撃器,及ペンタゾ-ノし液を使用した.電撃ショック

に於ける電流の強さ,及作用時間ほ人間の治療の場合

に準じておこなった. (loo-110Volt 300-600mÅ).

犬の額部に充分に食塩水で配した両極をあて2 ～3秒

間迫電せしめた.カルヂアブ-ルショックほ犬の後肢

静脈を充分に切開し露出せしめ,カルヂァゾ[ル(ペ

ンタゾ←ル; 2ccを注入した.尚仔虫数は前章同様電

撃ショック及カルヂァゾ-ルショックを与える2時間

節,直前,刺戟后5分, 15分, 30分,ユ時間, 2, 3,

4時間に60cmmの採血をおこなって仔虫数を算定し

た●

実　験　成　績

4例に電撃ショックを与えた･電撃ショックを与え

ると犬ほ直ちに強直性痘轡をおこし,次に間代性痩轡

に移行する.この橿轡の持続ほ2約分問であり,強直

性痩轡の瞬間より約30秒間呼吸停止の状態を来たす･

痩轡中より更に流誕,放尿,脱糞等の症状も認められ

る.これらの間勿論意識は消失しているがヲ　約4分位

で覧醇する●　4例中3例は電撃后5分の採血で,夫々

電撃直前の仔虫数cioo隻, 28隻, 33隻, 42隻)の5.i

倍, 2.5倍, 3.5倍という著明な増加を来たし, 15分后

には全例に3.7倍, 5.1倍, 2.5倍, 4.8倍,の増加を来

Table　2

Effect of electro-shock on the number of circulating

microfilariae of Dirofildria immitis in day time.

CIOO-110Volt 1-2 sec)
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Table 3

Effect of cardiazol-shock on the number of circulating

microfilariae of Dirofilaria imm払in day time.

BeforDogNo諾og
kg/Nu-
vIヘ-berof
vI.f.
1(52)

1(100)

1(48)
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たした. 4例に於ける1時間内の仔虫増加の最高値は,

滞1例では15分后の3.7倍,第2例では5分及15分后の

5.1倍,第3例でほ5分后の2.5倍,第4例では15分后

の4.8倍で,衡撃后15分以内に最高仔虫数を認めた●

これらの誘出された仔虫ほ30分乃至1時間頃から順次

減少し,その后は予備検査於けると同様の経過を示し

た. 〔第2表第7,8,9,図〕

Effect of electroshock on the number of

circulating microfilariae of Dirofilaria immitis
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カルヂアー}しノしーニ/ヨックは3例におこなった.本液を

静脈注射すると･約1O秒后に痘撃をきたし.約1分間程

持続し,その間約30秒無呼吸の状態がみられる.電撃

ショックの場合と同じく意識消失,流挺,放尿等の症状

を来すが.痩撃の程度は電撃ショックに比べて弱い.

静脈注射后1時間内に於ける仔虫増加最高値は,何れ

も30分后に認められ夫々2･9倍,2.3倍,3.0倍の著明

な誘出現象がみられる.増加した仔虫数は電撃ショッ

クの場合に比すればやゝ遅れるが,1-2時間の経過

で次第に減少する･〔第3表1

第4章副交感神経遮断が仔虫誘出現象に及

腫奉C.W!
mrmsi蓑已聖

教烈なStress或は副交感神経の急激な刺戟によつ

て･著明な仔虫誘出現象がひきおこされることを確認

したが･その原E月を更に追求する目的で副交感神経の

遮断をおこなって2,3の観察をおこなった●

実験方法

副交感神経の遮断:副交感神経遮断の目的で硫酸ア

トロピン注射及両側迷走神経の切離をおこなった.

1)硫酸アトロピン;誘出試験をおこなう1時間前に

硫酸アトロピンO.lmg/kgー.Omg/kgを皮下注射し

た●副交感神経遮断/一よ/完全にする為に出来るだけ大量

使用した･

2)両側迷走神経の切離;静脈麻酔剤イッゾ-ル0.10

-0.12gを使用し,頚部正中線にて切開をおこない気

管の両側に頚動脈と併行して走る迷走神経を充分に剥

離し約3cmにわたり切除した.

仔虫誘出試験;仔虫誘出の目的にはアセチ[)しコ1)
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Table 4

Inhibition of microfilariae response to acetylcholin,supatonin

and electroーshock in dogs pretreated with atropin.

(i) Åcetylchclin

D
｡
g
恥 Drug

Dog

wt. kg

befor

No.c
M.Fッf〕

5m. 15m.㌔3｡m.㌔1h. 2h. 3h. 4h.

-

　

号

　

2

一

3

Acetylcholin
iSOmg
ーーーーー､一ーーーーーーーーーーAropinO･2mg/kg
:ÅcetylcholiniSOmg
.Åcetylcholin
200mg
Atropinー砺ー
:Acetylcholin200m阜
Acetylcholin
200mg
.悪霊rop
etvーlc干h三諾莞/kg
2｡｡mg

1OSS) 1.73

1(243)　0.88

1('128)　5.20

O2

lS

-i

.

8 .

1(108)| 1ー51

1(78)ー　2.81

1C83) 0.74

1∴∴ーニ

4.01　5.20　　2.81

1.36　　2.01

3.12　　2.31

1.30　　1.38

i

1.80
_一_ー　｢　n

0.89

1.74

1.54　ェェ7_

1.90ー竺ー
1.13　　1.03

1.32　　1.81

1.58ー.1ミ　　.L.ち.i

1.88 ; 2.01
L

.一〟

1.84　　1.88

1.83　　1.72
ー　　　　　　　　　　一一　　　ー一　　　ーー一　　.

1.11　1.32

(2^>　Sunatonin 30mg per kg

ー

Dog

No.
Drug

1　jSupa.tonin

2　Supatonin

:ー

4

5

Dogbefor

wt.kg/No.of¥
vM.F.)

】　　　　　　n

Åtropin 0.Img/kg

Supatonin

Atropin l.Omg/kg

Supa.tonin

Åtropin l.Omg/kg

Supa.t｡nin

0

1工)

12

8

7

1(72)

1 (31)

1 (823;

i (125;

1(35)

5 ll一.

7.0

16.0

IS m. 30m.

6.0

13.3

1.06　　1.01

0.81　　0.90

0.71　1.01

13.8

1 h. 2 l】. 3　h.

4.2　　　4.4

rKl

1.72　　1.38

1.21　1.31
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1.61
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1.24
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′.3)　ーェ'.lentnTOーshodて　riooー110　volt 2~3sec)

Dogー

No.

1

7

StimuliュS

Electroshock

Atropin l.Omg/kg
Electrosnock

Electroshock

Atropin l.Omg/kg
Electroshock

DoJ befor

wt. kg

12

8

/No.of¥vM.F.)

iC93;
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1(92)

1 (102)
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ン(I50mg-2｡Omg) ,スパトニン(30mg/kg)の

皮下注射及び電撃を与えた.処置后5分, 15分, 30

分, 1時間,2, 3, 4時間に60cmmの採血を行い,

同一犬について予め行っていた無処置対象実験と比較

して誘出効果を判定した●尚アトロピン注射及び迷走

神経切離后15分, 30分に採血してアトロピン及び手術

の直接の影響を観察して参考とした.

実　験　成　績

a)アトロピン処置犬に放ける実験

1)アセチールコリプによる誘出試験

第1例:本犬はアセチrルコー)ンのみによる予備実

験では,最高3.6倍の誘出がみられた.アトロピン

0.写mg/kgを注射后1時間目にアセチ-ルコー)ン150

mgの注射をおこなった°アトロピンを注射すると強

い散瞳.呼吸速迫.唾液分泌障碍がみられる.次いで

アセチル-コー)ンの注射をおこなっても;流ー粗放

尿,脱糞等の副交感神経刺戟症状は殆んどあらわれな

い｡アセチ-ルコリン注射后の仔虫数の変化は直前1

(243隻)に対し5分后の0.88倍, 15分后1ー05倍, 30

分1.05倍, 1時間0.78倍で誘出効果は全くみられない

.　　　　　　　　　　　〔第4表(1)第10図〕

Inhibition of microfilariae response to acetyl-

cholme chloride in dogs pretreated with

atropin
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第2例:本犬はアセチ←)しコ1)ンに対し敏感で

200mg注射後強い反応を呈し,仔虫も5分後5.2倍,

15分4.0倍, 3O分5.2倍, 1時間2.8倍の著明な誘出がみ

らたた.アLロビン　0.2mg/kg　注射後の誘出試験で

は,直前1 (108隻)に比して5分後1.5倍, 15分

1.3倍, 3O分2.0倍, 1時間1.5倍と若干の仔虫の増加

が認められる.然し対象実験に比すれば可成り著明な

抑制がみられる. 〔第4表(1)第11図〕

第3例:予備実験でほアセチ-ルコリンに対する誘

出効果は直前1 (78隻)に比し5分後2.8倍, 15分3.i

倍, 30分2∴3倍, 1時間1.9倍の誘出がみられた.アト

ロビン1mg/kgの注射にて強力に前処置をおこない,

塩化アセチ[ルコ1)ン200m引こて誘出試験をおこなう

と,仔虫は直前1 (83隻)に比し5分後, 0.74倍, 15

分1.30倍, 3O分1.38倍, 1時間に1.13倍で誘出効果は

殆んどみられない●　　　　〔第4表(1)参照1

2)スパトニンによる誘出試験

無処置犬2例にスパトニン30mg/kgを筋注すると

5分後にきわめて著明な仔虫誘出現象がおこり仔虫数

は夫々注射前の7倍, 16倍に激増した. 〔第4表〕

第1例:アトロピン　O.lmg/kgにて前処置を施し

1時間後スパトニン30mg/kgの注射をおこなった●

アトロビン0:lmg/kgの注射では.全身症状,唾液分

泌障碍も少く,食事の摂取も可能である●　スパトニン

による仔虫数の変動は直前1 〔823隻〕に対し5分後

1.06倍, 15分後1.01倍, 30分後1.72倍, 1時間後1.38

倍で幾分仔虫の増加がみられるが,アトロピン

O.lmg/kgの少量でも著明に誘出が抑制されている.

〔第4表(2)参照〕

第2例:前処置にアト　ロビンl.Omg/kgを投与し

た. l.Omg/kgを与えると感染犬は唾液の分泌は完全

に停止し,鼻部及口内は全く乾燥し隈孔ほ最大限に散

睦し,不安状態が強い･スパトニンによる仔虫数の変

動は直前1 (125隻)に対し5分後0.8倍, 15分0･9倍,

, 30分1.2倍, 1時間1.3倍で誘出現象が強く抑制され

ているのがみられる●

第3例:アトロビンl.Omg/kg投与により前例と全っ

たく同様の症状がみられる.スパトニン　30mg/kg注

射による仔虫数の変動は直前1 (35隻)に対し5分後

0.7倍, 15分1.0倍, 30分0.9倍, 1時間1.2倍で誘出助

果は見られない. 〔第4表(2)参照〕

3)電撃ショックによる誘出試験

第1例:アトロピン1mg/k引こて前処置をおこない

100-110volt　2-3砂通電にて電撃を与えた･電二
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撃による痘轡は無処置の場合と変りなくおこるが,

通常電撃時にみられる流誕,放尿,脱糞等の症状は

あらわれない.電撃による仔虫数の変動ほ処置前1 (

88隻)に対し5分後1｡1倍, 15分1.8倍, 30分1.9倍,

1時間1.8倍と若干の仔虫増加がみられるが,電撃単

独の場合に比べれば仔虫増加の程度が低く,時間的に

やゝ遅れがみられる｡ 〔第4表(3)第12図〕

Inhibition of microfilariae response to electro-

schock in dogs pretreated with atropm.(100^

110volt'2-3sec, atropin l.Omgper-kg)
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第2例: Img/kgアトト]ビン処置犬に電撃を加え

た②仔虫数の変動は処置前1 (102隻)に対し5分後

1.0倍, 15分2.3倍, 30分2.0倍, 1時間1.9倍と15分後

からなお2倍前後の仔虫増加が認められる. 2例共電

撃による誘出現象は,完全には阻止されていないが,

抑制の傾向が著明である｡ 〔第4表(3)第13図〕

b)連発神経切断犬に於ける実験

4例について迷走神経の切離をおこなった･切断手

術は1例に流誕をみたのみで,他に急激な全身症状の

変化ば認め難いが,次第に副交感神経脱落症状があら

われ5日～7日の問に死亡した.然しながら迷走神経

切断手術開始から3O分以内に於ける仔虫数の変動は4

例の中最高l.3倍,最底o.6倍で仔虫数に対する手術の

直接の影響は殆んど認められない.

1)アセチ[ルコリンによる誘出試験

第1例:本犬のアセチrルコ1)ンISOmg注射によ

る予備実験でほ最高3.2倍の仔虫増加がみられた.逮

走神経切断3O分後にアセチ-.ルコリンiSOmgの注射を

おこなった.仔虫数は注射直前1 (344隻)に対し5

分後0.7倍, 15分O.8倍, 3O分1.0倍, 1時間1.0倍で殆

んど変動がみられない. 〔節6表(1)参照〕

第2例:迷走神経切断30分後にアセチ-一ノtコリン

ISOmgの注射をおこなった.注射直前の仔虫数1 (869

隻)に対し5分後0.6倍.15分0.7倍.30分0.7倍, l時

間0.6倍と何れも仔虫の増加は認められない.

〔第6表(1)参照〕

2)スパトニンによる誘出試験

第1例:迷走神経切断後30分目にスパトニン30mg

/kgを注射した.注射直前の仔虫数1 (445隻)に対

し注射後の仔虫の変動は5分後o.9倍, 15分1.1倍, 3o

分0.8倍, l時間0.7倍と誘出現象は認められない●そ

の後4時間にわたる観察をおこなったが, 4時間後も

0.7倍と仔虫の増加を認めなかった. 〔第6表(2)

第14図〕

Inhibition of microfilariae response to

supatonin in bilaterally vagectominized dogs

Fig14
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第2例:前例に準じ30mg/kgのスパトニン注射をお

こなった.仔虫数の変動は注射値前のユ(115隻)に対

し5分後O.9倍, 15分1.O倍, 30分1.1倍, 1時間0.9倍

で仔虫の増加は認められない● 〔節6表a),節15図〕
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(1)

(2)

Table 5

Inhibition of microfilariae response to acetylcholin

and supatonin in bilaterally vagectominized dogs.
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m
ー､J
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No.
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L/ Lェー; h一tーr一占1ーーもーjiー亭:)ー一一一ー~ー一ー｢

acetylcholin ISOmg

｢ ＼¥l U't't･Uininiさ.しリー!ーー
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Supatonin(30mg /kg)

Supatonin(30mgノkg)

8

ll

1(445)　0.9
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第5章　総　括　と　考　案

ァンチモン剤, Diethylcarbamazine等の抗フィ

ラ1)ァ剤が, Wuchereria bancroftiや　Dirofilaria

immitis　のミクロフィラ1)アに対し,昼間誘出作

用があることは既に報ぜられているが,その誘出の

機序はわかつていない.著者はミクロフィラリア定期

山現性の研究の一手段として,この仔出現象を重視し

,主として抗フィラリァ剤以外の薬理作用の明らかな

薬物,及び生体にStressとなる様な強烈な異常刺戟

を加えた場合の仔虫の誘出の有無をしらべた.その結

果電撃ショック,カルヂアゾ←ルショックのような強

烈な刺戟,及アセチ-ルコリン,ビロカルビシ等の副

交感神経刺戟毒,及びコンムニン(静注)に著明な仔虫

誘出効果があることを知った●　これに反しアドレナリ

ン,クロ←)1/ー7｡Tっーニ1ジン,ェチレミン等交感神経に作

用する薬物,及アトロビンにはその作用みがられない

.電撃ショック,カルヂアゾ-ルショック,アセチ[

1.1

1.0

O.8

1.1

O.7

O.9

;≡…｣ ;:;

O.7

0.7

ルコリン,ビロカルビン等による誘出ほスパトニンの

場合と違って,その作用は全く短時間一過性で爾後の

定期出現性に影響を与えないのが特徴と思われる.コ

ンムニンは前四者に比べてやゝ遅発の傾向がある.更

に自律神経,特に副交感神経反応と仔虫誘出との関係

をみるためにアトTェビン投与,又ほ両側迷走神経切離

をおこない,副交感神経の機能を完全に遮断した感染

犬について,アセチ←ルコリン,電撃,スパトニンに

る誘出試験をおこなった●　その結果は各誘出処置に

よる副交感神経の刺戟症状は殆んど顕われず,仔虫の

誘出もおこらないことを確認した.然しアトロビンの

量が少いと少数の仔虫数の増加が見られるが,この場

合も対象予備実験の成横と比べると著明に抑制されて

いることば明かである.電撃による誘出反応も副交感

神経の遮断によって明かに抑制をうけるが,尚若干の

仔虫増加がみられ,アセチ[ルコリン,スパトニンに

対する抑制効果より幾分劣る様に思われる.

電撃ショック,カルヂアゾ←ルショックほ精神病
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に用いられる治療法である｡これらの衝撃によりおこ

る生体内の変化ほ,まことに複経で不明の点も少くな

いが,それは要するに強烈なる突然の刺戟侵襲によつ

ておこった-つのhomeostasis性の振動反応に外な

らないゅ突然の刺戟侵襲にあたっては,まず副交感神

経が反応し,その強い症状があらわれることば,

Laborit,Brown, Kramer,等も認めているところ

で,電撃の場合に見られる流延,放尿,体温低下,脱

糞等の現象はそのあらわれと考えられる.精神病に対

する奏効機序もこういった振動反応の過程乃至はその

結果おこる植物神経系の機能改善にもとめられている

棟である書又ェ二Zンムニンも静脈注射後30分位でかなり

著明な3)るいの現象,発熱がおこるが,これも一つの

自律神経系の刺戟反応とみることができ,これに前後

して仔虫の誘出がおこることば,注目されねばならな

い｡以上の知見から,これらの誘出現象は薬物の仔虫

に対する直接の作用によるものではなく,植物神経系

の急激なる刺戟により,ひきおこされる宿主生理作用

の変調,ことにアセチ[ルコー)ン,ピロカルビンの場

合の如く副交感神経の刺戟された状態と密接な関係が

あると想像される｡電撃ショック,カルヂアゾ-ルシ

ョックによる誘出の場合にも副交感神経反応が重要な

意義をもっている様に思われる.電撃ショックの場合

には強い強直性寝奉一章が伴い,肺動脈の強い撃縮,その

他複雑な変化が考えられるのでその誘出機序について

は更に追求の必要がある様に思われる･スパトニンに

よる誘出は極く少量の内服投与により,何等の全身症

状を伴うことなくきわめて著明な誘出効果がみられ,

その磯序には多大な関心がはらわれてきたが,未だ明

かでない･ Harned (1948)等の研究をみても少量

では自律神経系に対する作用は殆んど認めていない.

然しながら本別による誘出現象がアトロピンの処置,

或は迷走神経の切離によって明かに抑制される事実は

重要である①スパトニンの誘出機序は少くとも副交感

神経機能の存在に於いて始めておこる現象と考えねば

ない.要するに仔虫の誘f.1iが,副交感神経の刺掛こよ

っておこり,副交感神経の完全な遮断により阻止され

ると云う事実は重要である.アセチーノ1ノコ1)ンの菜班

作用としては血管拡張と血圧低下,心臓の収縮力の減

少,滑平筋の収縮,分泌の増加,基材イ一t謝の減少,等

があげられるが,仔虫誘,'Bの原因もこう云ったピ一l一:ー理作

用の急激な変化過程のどこかにあるものと考えられ,

今後の追求がのぞまれる･

摘　　　　要

1,塩化アセチールコリン,塩酸ピロカルピン等所

謂副交感神経刺戟剤の昼間時に投与し,極めて短時間

に著明な仔虫の末稍血内誘出現象を認めた.交感神経

刺戟剤アドレナリン,及副交感神経遮断剤なるアトロ

ピン,エチレミンにはその影響は認められない.

2,シユヴルツマン濾液であるコンムニンの静脈注

射により短時間に著明な仔虫末稍血内誘出現象を認め

た.

3 , Dirofilaria iwmitis感染犬に痙攣を伴える強

烈な異常刺戟〔電撃シヨツク,カルヂアゾールシヨツ

ク〕を与えることにより短時間に著明な仔虫誘出現象

を認めた.

4,スパトニン,塩化アセチールコリン,電撃によ

る仔虫誘出現象はアトロピンの大量投与,又は迷走

神経の切離により抑制される.

5,ミクロフイラリアの誘出現象の成立には副交感

神経系の緊張興奮が関与していると思われる.

本論文の内容は第15回日本医学会総会学術集会講演の

一部,及第12回日本寄生虫学会南日本支部大会に発表

した.

(擱筆に当り御校閲の労をとられた北村学長,並に

御熱心な御指導,御校閲を戴いた片峰教授に深甚の謝

意を表する. )
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Summary

Almost all physiological functions of the body of man and of the higher mammals are

used to to take a slight fluctuation according to a 24-hour rhythm in normal condition of

life, moreover, they can undergo vibrative changes in response to heavy stress stimuli. It

has been a purpose of the experiment to inquire into the relation of the microfilarial cycle

to these physiological changes of the body. To begin with, some agents which exert influence

on the number of circulating microfilariae in dogs have been investigated.
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Result obtained are summerized as follows;

1) In dogs infected with Dirofilaria immitis, a considerable increase in the number of

microfilariae in the peripheral circulation in the daytime was found to be caused by

application of electroshck (100-110 Volt/1-2 sec.) , and cardiazol shock, by subcutaneous

injection with acetylcholine (150 mg to 200 mg) or pilocarpine (1.0 mg or 2.0 mg per

kg), and by intravenous injection with communin (2.0cc). Other stimuli such as adrenalin

(500 γ), atropine (1 mg or 2 mg per kg), chlorpromazine (75 mg to 150 mg), ethylemin

and promethazine proved to be not affective on the microfilarial count. Increase in the

microfilaril count by those effective stimuli was so dramatic that it amounted to 200-520%,

supposing it in natural condition to be 100%, within 5 to 30 minutes, although afterward

the parasites began to reduce gradually in the number to get back its normal level.

2) The effect of acetylcholine, supatonin and of electroshock in provoking an increase

in the microfilarial count was found to be almost completely prevented in individuals one

hour before pretreated with atropine or surgcally bilaterally vagectominized.

Conclusion; It may be likely considered that the microfilarial periodicity is probably

due to some of physiological vibrations, especially to a parasympatic stimulation in the host,

because it was experimentally demonstrated that the migration into the peripheral circula-

tion of microfilariae has been undoubtedly provoked by such stress stimuli.
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